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広報ひゆうが

賦教ひゆうが

人　口
　（5月1日現在）

男　24，753人　122人増

女　27，870人　142人増

計52，623人2（甦人増

世帯数
15，236　　　　　102増

（生ワク投与の診査） ，
、

○
…
－
：
：
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
…
…
…
○

　一今月の納付一　　』

◎国民健康保険税　第1期

◎特別土地保有税（保有分）

と
く
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
せ
ん
。

昭和50年

5・ 月

、

号

食
中
毒
や
伝
染
病
の
季
節

ね
び
え
、
な
つ
か
ぜ
、
は
ら
こ
わ
し

小
さ
な
お
子
さ
ん
は
抵
抗
力
が
あ
り

雨
が
じ
と
じ
と
降
る
と

暖
か
く
な
っ
て

夏
の
子
ど
も
の
健
康
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嘱

議．

ｷ
に
日

副
議
長
に

　
四
月
二
十
七
日
執
行
さ
れ
た
日
向
市

議
会
議
員
選
挙
後
は
じ
め
て
の
市
議
会

　
（
臨
時
会
）
が
五
月
十
三
日
開
か
れ

ま
し
た
。
今
後
四
力
年
私
た
ち
の
日
向

市
議
決
機
関
と
し
て
市
政
に
つ
く
さ
れ

る
三
十
人
の
議
員
は
元
気
に
登
庁
し
、

議
長
副
議
長
な
ど
新
し
い
議
会
の
構
成

を
き
め
た
の
ち
市
長
提
案
の
四
議
案
を

審
議
し
て
、
同
日
午
後
九
時
三
十
分
閉

会
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
◇

．
市
議
会
は
、
十
時
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
議
会
で
す
の
で
議
長
、
副

議
長
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
議

員
の
な
か
の
最
年
長
で
前
議
長
の
柏
田

勝
氏
が
臨
時
議
長
と
な
っ
て
開
会
を
宣

言
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
議
長
、
副
議
長
の
選
出
で
す
。

地
方
自
治
法
に
は
、
議
会
は
議
員
の
な

灘

撫

日高議長

高
達
吉
氏
・

山
本
孫
春
氏

か
か
ら
議
長
及
び
副
議
長
一
人
を
選
挙

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
選
挙
は
他
の
す

べ
て
の
案
件
に
先
行
し
て
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
選
挙
の
結
果
、
日
高
達
吉
さ
ん
（
五

十
二
才
）
が
選
ば
れ
、
日
向
市
議
会
第

十
三
代
目
の
議
長
と
な
り
ま
し
た
。
日

高
さ
ん
は
過
去
三
期
市
議
会
議
員
を
つ

と
め
、
そ
の
間
総
務
委
員
長
な
ど
を
歴

任
し
ま
し
た
。

　
副
議
長
に
は
山
本
孫
春
さ
ん
（
四
十

三
才
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
山
本
さ
ん

も
四
期
目
の
お
つ
と
め
。

　
議
会
に
は
、
常
任
委
員
会
と
特
別
委

員
会
が
あ
り
ま
す
っ

　
常
任
委
員
会
は
、
総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
、
経
済
常
任
委

員
会
、
建
設
常
任
委
員
会
の
四
つ
の
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。

　
諺
員
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
常
任
委
員山本副議長

に
な
り
ま
す
。
何
の
常
任
委
員
に
な
る

か
は
議
会
で
き
あ
ま
す
。

　
常
任
委
員
の
任
期
は
、
本
市
の
場
合

二
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
常
任
委
員

会
の
構
成
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

特
別
委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
場
合
議

会
の
議
決
で
置
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
議
会
に
あ
る
特
別
委
員
会
は
、
工

業
開
発
公
害
対
策
特
別
委
員
会
、
広
域

行
政
調
査
特
別
委
員
会
、
国
鉄
対
策
調

査
特
別
委
員
会
、
国
営
農
用
地
開
発
事

業
推
進
特
別
委
員
会
の
四
つ
で
す
。

　
委
員
会
に
は
委
員
長
、
副
委
員
長
が

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
議
会
運
営
協
議
会
は
、
議
会
の
運
営

に
つ
い
て
議
長
の
諮
問
に
応
じ
ま
す
。

こ
の
協
議
会
の
議
員
は
八
人
で
各
常
任

委
員
会
か
ら
二
人
ず
つ
・
選
出
さ
れ
ま

す
。　
こ
の
ほ
か
に
も
議
会
は
法
令
に
よ
っ

て
選
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
役
職
が

た
く
さ
ん
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
各
議
員
が

会
議
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
ま
し
九
。

、
市
長
が
提
案
し
た
議
案
は
、
昭
和
四

十
九
年
度
予
算
が
二
件
、
条
例
改
正
一

件
、
監
査
委
員
選
任
一
件
｛
こ
の
議
会
か

ら
選
出
さ
れ
る
監
査
委
員
に
治
田
繁
雄

さ
ん
（
壌
土
九
才
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

●

市
議
会
各
委
員
会
構
成

（
常
任
委
員
会
）

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

委
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会
名
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委
員
数

委
　
　
　
　
員
　
　
　
　
名

総
務
常
任
委
員
会

8
　
人

◎
宮
本
　
増
雄
　
　
板
谷
慎
吉
○
黒
木
　
親
光
　
　
柏
田
　
利
彦
　
児
玉
　
国
利
　
　
江
藤
　
満
治
　
一
政
　
　
茂
　
　
日
高
達
吉

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

8
　
人

◎
小
城
　
重
正
　
　
小
林
　
哲
男
〇
三
樹
　
光
男
　
　
柏
田
　
　
勝
　
野
別
　
知
秀
　
　
松
木
　
一
郎
　
塩
山
　
哲
也
　
　
山
本
　
孫
春

経
済
常
任
委
員
会

7
　
人

◎
西
田
　
　
滉
　
　
治
田
　
繁
雄
0
黒
木
秋
好
　
　
奈
須
．
勇
吉
　
松
葉
　
　
肇
　
　
林
　
　
賢
太
郎
　
溝
口
　
得
義

建
設
常
任
委
員
会

7
　
人

◎
田
中
　
金
次
郎
　
　
古
川
　
義
信
○
渋
谷
作
一
　
　
三
輪
賢
一
郎
　
井
出
　
幸
市
　
　
黒
木
　
鶴
雄
　
是
沢
　
芳
男

’
　
（
特
別
委
員
会
）
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芳
男
　
　
黒
木
　
秋
好
　
　
小
城
　
重
正
〇
一
政
　
　
茂
　
　
宮
本
　
増
雄
　
　
黒
木
　
鶴
雄
　
三
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国
営
農
用
地
開
発
事
業
推
進
特
別
委
員
会

◎
奈
須
勇
吉
　
　
野
別
　
知
秀
　
　
林
　
賢
太
郎
○
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葉
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治
　
児
玉
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滉
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光
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議

会
運

営

協

議

会

　0◎
西塩黒
田山木

　哲秋
滉也好

宮
本
　
増
雄
　
　
田
中
金
次
郎

古
川
　
義
信
　
　
黒
木
　
鶴
雄
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重
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市議会，議員選挙

幽
谷
公
民
館
（
女
子
）

投
票
率
百
パ
ー
セ
ン
ト

　
任
期
満
了
に
伴
う
日
向
市
議
会
議
員

選
挙
に
よ
っ
て
、
新
し
く
三
十
人
の
市

議
会
議
員
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
投
票
所
は
四
月
十
三
日
執
行
さ
れ
た

県
知
事
、
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
所

と
同
じ
市
内
三
十
ヵ
所
。

　
投
票
率
は
、
私
た
ち
市
民
に
と
っ
て

最
も
み
じ
か
な
選
挙
だ
け
に
、
あ
い
に

く
の
雨
も
よ
う
の
天
気
に
も
か
か
わ
ら

ず
出
足
は
好
調
で
八
十
八
・
五
五
軒
。

最
近
の
選
挙
で
最
高
の
投
票
率
と
な
り

ま
し
た
。

、
特
に
、
こ
の
選
挙
で
圏
谷
公
民
館
の

第
二
十
五
投
票
所
で
は
女
子
の
投
票
率

，

　
　
　
　
ほ
ド
リ

が
箪
食
、
こ
の
記
録
は
日
向
市
は
じ
ま

っ
て
二
回
目
の
快
記
録
。
男
女
あ
わ
せ

て
投
票
率
の
よ
か
っ
た
の
は
田
の
原
公

民
館
第
三
十
投
票
所
の
九
十
六
」
八
三

軒
で
し
た
。
　
．

　
選
挙
結
果

▽▽▽▽

当
日
有
権
老
数

　
三
万
三
千
八
百
三
十
人

投
票
者
数

　
二
万
九
千
九
百
五
十
八
人

棄
権
者
数

　
三
千
八
百
七
十
二
人

投
票
率

　
八
十
八
・
五
五
軒

車イスで清き一票

　　（第一投票所にて）

広報ひゆうが3

市内各投票所の投票率

　　区　　　分投票一名

名簿登
ﾚ人員
翻投票者数

投票率

勤労青少年体育センタ＿
5，312 5，156 4，443 86．17

下原　町公　民　館 2，690 2，577 2，217 86．03

三差公民館 2，937 2，838 2，471 87．07

曾　根　公　民・館 1，273 1，240 1，127 90．89

堀一方公　民館 1，144 1，104 1，004 90．94

細　島　公　民　館 1，172 1，133 983 86．76

細　島　支　所　跡 766 755 672 89．Ol

細　島　保　育　所 L134 L127 LOO8 89．44

畑　浦　公　民　館 808 778 662 85．09

亀　崎　公　民　館 1，386 L337 1，181 88．33

梶　木　公　民　館・　467 455 、408 89．67

庄手公民 ｫ 629 624 556 89．10

本　谷　公　民　館1　466 455 418 91．87

西川　内　公　民　館i　223
l
I 222 200 90．09

塩見　小学校跡
i1，403

1，383 L258 ．価 X0，96

奥　野　公　民　館 蹴
854 809 94．73

五十猛神社社務所 2，352 2，309 1，989 86．14

比　良　町公　民　館 2，306 2，234 1，966 88．00

和島　山　公　民　館 1，813 L762 1，543

秋　留　公　民　館 341 一回一画
87．57

X3．20

美　砂　公　民　館 5991

E

駆、152gl、。．74

南　日　向　公　民　館 　I戟C164 　、　　　1k145i1，057192．31

鵜　毛　公　民　館 398

3931379196．艇

幸　脇　公　民　館 612
　1
T93 p

　i5301・89．38

飯　1谷　公　民　館　　　　1
153 153

　1145i94．77

余　瀬　公　　民　館　　　102
i

101　9219LO9

美　々　津公　民　館i　927 　1
pgoO　l

駅通り公民劇
1　5611

糾5［

8
鞠
一
9
1
認
4
9
7
1
　
9
1
．
1
9
　
1

高　松　保　育　園 620

・61・L嗣91119　　　！

田の原・公民馴　128
1261

122196．83

合　　　　　計　　134，754133，830i29，958｝88．55

橋
ロ
元
喜
氏

　
　
繰
上
げ
当
選

　
四
月
十
三
日
行
わ
れ
た
県
議
会
議
員

選
挙
で
当
選
し
た
日
高
趨
さ
ん
が
五
月

八
日
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
公
職
選
挙
法
に
よ
っ
て
、

選
挙
の
あ
っ
た
日
か
ら
三
ケ
月
以
内
に

議
員
に
欠
員
を
生
じ
た
場
合
は
、
次
点

で
あ
っ
た
者
が
当
選
人
と
な
る
と
い
う

規
定
か
ら
橋
口
元
喜
さ
ん
が
繰
り
上
げ

っ
て
当
選
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
橋
口
元
喜
さ
ん
は
美
々
津
町
宮
の
下

出
身
。
四
十
八
才
。
宮
崎
師
範
学
校
を

卒
業
し
て
中
学
校
教
師
を
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
農
業
。

／

、

ゾ

評
　
　
．

－
　
　
　
覧

し
　
　
　
馳
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適
正
な
土
地
利
用
と
地
価
安
定
に

薗
土
利
欝
欝
衝
．
法
が
施
行

1
土
地
取
り
引
毒
は
届
け
出
制
1

　
限
ら
れ
た
国
土
を
有
効
に
利
用
し
、
調
和
の
と
れ
た
発
展
を
図
っ
て
い
く
た

め
の
土
地
対
策
の
か
な
め
と
し
て
、
　
「
国
土
利
用
計
画
法
」
が
昨
年
十
二
月

二
十
四
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
土
地
の
取
り
引
き
を
す
る
場
合
に
一
定
の
面
積
以
上
に
な

る
と
許
可
と
か
届
け
出
が
必
要
に
な
る
な
ど
、
新
た
な
規
制
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
月
は
、
　
「
国
土
利
用
計
画
法
」
の
定
め
の
う
ち
、
土
地
取
り
引
き
の
規
制

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

許
可
が
必
要
な
場
合

　
県
知
事
が
指
定
す
る
規
制
区
域
内
で

土
地
の
売
買
な
ど
の
契
約
（
予
約
を
含

む
、
ま
た
代
金
を
払
っ
て
使
っ
た
り
、

借
り
る
と
き
も
同
じ
）
を
す
る
と
き
は

県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。
た
だ
し

相
続
と
か
贈
与
な
ど
の
場
合
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　
規
制
区
域
と
は
、
み
ず
か
ら
そ
の
土

地
を
利
用
す
る
考
え
が
な
い
の
に
、
将

来
の
値
上
り
だ
け
を
期
待
し
て
土
地
取

り
引
き
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
と
か
、
地

価
の
値
上
り
が
激
し
く
な
る
と
か
、
ま

た
は
、
そ
の
危
険
性
が
あ
る
よ
う
な
場

合
に
県
知
事
が
指
定
し
た
地
域
の
こ
と

で
す
。
　
（
現
在
、
県
内
に
は
こ
の
よ
う

な
地
域
に
指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
せ
ん
。
）

届
け
出
が
必
要
な
場
合

　
定
め
ら
れ
た
広
さ
以
上
の
土
地
の
売

買
な
ど
の
契
約
（
予
約
も
同
じ
、
ま
た

代
金
を
払
っ
て
使
っ
た
り
借
り
る
と
き

も
同
じ
）
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、

県
知
事
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
届
け
出
が
必
要
な
の
は
、
市
街
化
区

域
で
は
二
千
平
方
層
以
上
、
市
街
化
調

整
区
域
で
は
五
千
平
方
層
以
上
、
都
市

計
画
区
域
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
一
万
平

方
耕
以
上
の
土
地
を
取
り
引
き
ず
る
と

き
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
開
発
業
者
が

多
数
の
土
地
所
有
者
か
ら
用
地
を
買
収

す
る
と
か
、
宅
地
を
多
数
の
人
に
分
譲

す
る
場
合
の
よ
う
に
一
つ
一
つ
の
取
り

引
き
は
こ
の
基
準
以
下
で
あ
っ
て
も
、

ま
と
め
る
と
こ
の
基
準
に
当
て
は
ま
る

よ
う
な
場
合
に
は
、
届
け
出
が
必
要
で

す
。

手
続
き
と

　
　
そ
の
あ
と
の
措
置

　
許
可
の
場
合
は
、
土
地
を
売
る
人
、

買
う
人
（
貸
借
す
る
人
も
同
じ
）
は
、

土
地
の
売
買
な
ど
の
予
定
価
格
や
利
用

目
的
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
申
請
書
を

　
市
を
通
じ
て
県
知
事
に
出
さ
な
け
れ
ば

　
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
許
可
申
請
書
は
、
市
長
の
意
見
書
が

　
つ
け
ら
れ
て
県
知
事
に
提
出
さ
れ
、
法

　
令
で
定
め
ら
れ
た
基
準
と
手
続
き
に
よ

　
っ
て
取
り
引
き
が
適
当
か
ど
う
か
審
査

　
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
売
買
な
ど
の

　
予
定
価
格
が
そ
の
土
地
の
値
段
と
し
て

　
県
知
事
が
適
当
と
考
え
た
値
段
と
比
べ

　
て
高
す
ぎ
る
と
き
、
土
地
の
利
用
目
的

　
が
土
地
利
用
基
本
計
画
な
ど
に
照
ら
し

　
て
み
て
問
題
が
あ
る
と
き
は
許
可
さ
れ

　
ま
せ
ん
。
許
可
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

　
場
合
は
、
土
地
取
り
引
き
の
契
約
は
で

　
き
ま
せ
ん
し
、
当
然
登
記
所
に
行
っ
て

　
も
許
可
書
が
な
け
れ
ば
受
け
つ
け
て
も

　
ら
え
な
い
わ
け
で
す
。

　
　
届
け
出
の
場
合
は
、
市
企
画
課
に
あ

い

　
る
届
け
出
書
の
用
紙
に
許
可
申
請
書
の

’
．
場
合
と
同
じ
よ
う
に
書
い
て
、
市
長
を

　
通
じ
て
県
知
事
に
提
出
す
る
よ
う
に
な

　
っ
て
い
ま
す
。
届
け
出
が
な
さ
れ
る
と

　
許
可
制
の
と
き
と
同
じ
よ
う
に
県
知
事

　
が
そ
の
土
地
取
り
引
き
が
適
当
か
ど
う

　
か
に
つ
い
て
審
査
し
ま
す
が
、
そ
の
結

　
果
必
要
な
場
合
に
は
、
土
地
取
り
引
き

　
の
中
止
や
土
地
の
価
格
を
下
げ
る
な
ど

　
の
こ
と
を
す
る
よ
う
に
届
け
出
者
に
対

　
し
て
注
意
（
勧
告
）
を
し
ま
す
。

　
　
な
お
、
土
地
の
売
買
に
関
す
る
届
け

　
出
の
し
ぐ
み
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
　
こ
の
ほ
か
、
使
わ
れ
な
い
で
遊
ん
で

　
い
る
土
地
（
遊
休
土
地
）
に
つ
い
て
、

　
正
し
く
役
立
つ
よ
う
に
利
用
を
進
め
る

　
こ
と
に
つ
い
て
の
定
め
が
あ
り
ま
す
。

　
（
指
定
、
届
け
出
の
制
度
が
設
け
ら
れ

　
て
い
ま
す
。
）

必要な
あっせん等

勤告に
従うとき

土地利用審査会

表公

土塘の売買に関する届出のしくみ

勧告に
従わないとき

勧告知事（市長1

訪告に基づ
いて行った
内容を報告

価格及び

利用目的に

わたる勧告

　の基準、

申告者

市町村長請
、申

慎
重
な
審
議
と

　
　
公
正
な
判
断

　
こ
の
法
律
が
適
正
に
運
用
さ
れ
る
た

め
に
、
国
に
は
国
土
利
用
計
画
審
議
会

が
置
か
れ
ま
し
た
が
、
県
に
も
国
土
利

，

●

e

’

悪
．
、
，

O

’

も

、
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用
計
画
地
方
審
議
会
が
設
置
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
審
議
会
は
、
国
土
の
利
用

に
つ
い
て
重
要
な
こ
と
や
土
地
利
用
基

本
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
調
査
審
議
し

ま
す
。

　
ま
た
、
県
に
は
、
土
地
利
用
の
方
法

に
つ
い
て
く
わ
し
い
知
識
と
経
験
を
も

つ
七
人
の
委
員
で
組
織
さ
れ
る
土
地
利

用
審
査
会
寮
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

審
査
会
は
、
不
許
可
と
な
っ
た
土
地
取

り
引
き
に
つ
い
て
、
不
服
申
し
立
て
が

あ
っ
た
場
合
の
審
査
、
裁
決
な
ど
の
仕

事
を
担
当
し
ま
す
。

限られた土地を大切ヒ

違
反
し
た
人
に
は
罰

　
許
可
を
受
け
な
い
で
土
地
売
買
な
ど

の
契
約
を
し
た
人
は
、
三
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
。
届
け

出
を
し
な
い
で
土
地
売
買
な
ど
の
契
約

を
し
た
り
、
遊
休
土
地
の
利
用
な
ど
に

つ
い
て
の
計
画
を
届
け
出
な
か
っ
た
人

ま
た
は
偽
り
の
届
け
出
を
し
た
人
に
つ

い
て
は
、
六
ヵ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は

三
十
万
円
以
下
の
罰
金
。
届
け
出
を
し

て
か
ら
六
週
間
以
内
に
契

約
し
た
人
は
二
十
万
円
以

下
の
罰
金
な
ど
が
課
せ
ら

れ
ま
す
。

◇
一
◇
・
一
◇

　
国
土
は
、
国
民
の
限
ら

れ
た
資
源
で
す
。
　
「
国
土

利
用
計
画
法
」
は
、
地
価

の
安
定
と
国
土
の
計
画
的

な
利
用
を
は
か
る
土
地
対

策
の
か
な
め
と
な
る
法
律

で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
　
「
国
土
利
用
計

画
法
」
に
つ
い
て
の
く
わ

し
い
こ
と
は
、
市
企
画
課

企
画
調
整
係
（
電
話
②
二

一
一
一
番
、
内
緑
二
三
二

番
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

“
，

●

集中豪雨に備えて〃
　一油断と安心は禁物一

危
険
で
す
。
と
く
に
、

や
土
地
の
低
い
家
で
は
雨
の
降
り
方
に

注
意
し
、
早
め
に
避
難
す
る
な
ど
適
切

な
対
策
を
日
ご
ろ
か
ら
考
え
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

　
万
一
、
災
害
が
発
生
し
た
ら
、
す
ぐ

に
つ
ぎ
の
と
こ
ろ
に
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。▽
市
役
所
H
電
話
③
二
一
＝
番

▽
市
消
防
署
師
電
話
②
二
八
四
〇
番

（
ま
た
は
一
一
九
番
）

▽
日
向
警
察
署
1
1
電
話
②
三
＝
一
番

（
ま
た
は
一
「
○
番
）

各
家
庭
で
は
、
つ
ぎ
の
点
に
つ
い
て

気
象
台
の
予
報
に

よ
る
と
、
こ
と
し

は
例
年
よ
り
早
く

梅
雨
に
な
り
そ
う

で
す
。

　
梅
雨
期
の
長
雨

は
、
衛
生
上
に
も

よ
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
が
け
く
ず
れ

や
浸
水
な
ど
の
災

害
を
引
き
翁
こ
す

恐
れ
が
あ
か
ま
す

　
災
害
と
い
え
ば

台
風
に
よ
る
も
の

と
考
え
が
ち
で
す

が
、
最
近
で
は
局

地
的
に
降
る
集
中

豪
雨
に
よ
る
被
害

の
方
が
多
い
の
で

す
。　
雨
が
短
時
間
に

強
く
降
る
と
き
は

　
が
け
に
近
い
家

と
く
に
注
意
し
て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ

う
。

平
素
の

　
心
が
け
と
準
備

①
洪
水
や
高
潮
の
警
報
、
避
難
命
令
な

、
ど
が
ど
の
よ
う
に
伝
達
さ
れ
る
か
確

　
か
め
て
お
く
。

②
災
害
時
に
隣
近
所
の
人
と
協
力
し
て

　
避
難
な
ど
が
で
き
る
よ
う
事
前
に
話

　
し
合
っ
て
お
く
。

③
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
、
ロ
ー
ン

　
ク
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
な
ど

　
を
用
意
し
て
お
く
。

④
住
居
付
近
の
地
形
か
ら
み
て
、
ど
の

　
よ
う
な
災
害
が
起
き
る
か
を
よ
く
知

　
っ
て
お
く
。
、

⑤
安
全
な
避
難
場
所
と
、
そ
こ
へ
の
道

　
順
を
確
認
し
て
お
く
。

⑥
家
族
各
人
の
氏
名
票
を
作
っ
て
お
く

（
本
籍
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

　
年
齢
、
血
液
型
な
ど
を
記
入
し
た
も

　
の
で
、
水
に
ぬ
れ
て
も
よ
い
も
の
）

⑦
被
害
を
受
け
る
恐
れ
の
あ
る
地
域
に

　
住
ん
で
炉
る
人
は
、
避
難
の
準
備
と

　
し
て
つ
ぎ
の
も
の
を
用
意
し
、
非
常

　
袋
な
ど
に
入
れ
て
お
く
。

　
　
④
食
糧
二
～
三
食
分
と
飲
料
水

　
　
＠
ロ
ー
プ
や
帯

　
　
⑳
下
着
な
ど
の
着
替
え

　
　
（
θ
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ

　
　
㊥
懐
中
電
灯
、
　
ロ
ー
ソ
ク
、
　
マ
ッ

　
　
　
チ

　
　
㊦
医
薬
品

永
雨
シ
ー
ズ
ン
で
す

周
辺
の
地
形
に

充
分
注
意
し
ま

し
ょ
う7

☆
多
春
乞

／ 黙
認
劣
．
勉
孫
ダ

ノ

⑥
家
の
回
り
の
溝
や
下
水
は
流
れ
を
よ

　
く
し
て
お
く
。

避
難
す
る
と
き
の
注
意

①
火
の
あ
と
始
末
や
戸
締
り
を
確
実
に

　
す
る
。
電
気
は
メ
イ
ン
ス
イ
ッ
チ
を

　
切
り
、
ガ
ス
は
元
栓
を
閉
め
る
。

②
家
族
そ
ろ
っ
て
消
防
、
警
察
な
ど
の

　
防
災
関
係
者
の
指
示
に
従
っ
て
避
難

　
す
る
。

③
老
人
、
幼
児
、
病
人
な
ど
の
い
る
家

　
庭
で
は
早
め
に
避
難
す
る
。

④
携
帯
品
は
必
要
品
の
み
と
し
、
背
負

　
う
よ
う
に
す
る
。

⑤
浸
水
地
帯
を
避
難
す
る
と
き
は
必
ず

　
長
ぐ
つ
な
ど
を
は
く
。
素
足
は
禁
物

　
で
す
。
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歌や踊りで

　　　老後を楽しく

　市老人ホームひまわり寮（利用者53人）のおとしょりたち

は、歌やおどり、いけ花、俳句、四半まと、朗吟などを月

　　　　　　に数回行い、余暇を楽しく過ごしています。

　　　　　　　また、寮内には、ミひまわり合唱団百歳

議　　　　　会．も結成され、おそろ、・のハッピを着たお　　　　　　としよりたちは、ひまわり寮歌などをいっし

　　　　　　ようけんめい練習しています。

市役所前広場で

　　「さつき展示会」

　市内の小中学生を対象に募集した交通安全ポスター展が

12日から21日まで、原町のアヅマや百貨店3階で開催され

ました。

　このポスター展は、市と交通安全対策協議

会が、春の全国交通安全運動の一環として実

施したもので、会場には約400点の作品が出

品されましたが、どの作品もすばらしいもの

ばかりでした。

ノ
　　　　　　　日向市つつじ愛好会（伊達直行会長）主催

　　　　　　の「さつき展示会」が、17日から24日まで市

　　　　　　役所前広場で開催されています。

　この展示会には、約200種300点のさっきが出品され、訪

れる市民や、つつじ愛好家たちの目を楽しませています。

また、．会場では．苗木、鹿沼土、植木鉢などの即売会も行

われております。

ン
’

交通安全ポスター展

昭和50年5月号
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関
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、

市
営
住
宅

河

‘

補
充
入
居
者
を
募
集

　
転
勤
そ
の
他
に
よ
り
、
市
営
住
宅
が

空
い
た
場
合
に
、
そ
の
あ
と
に
入
居
を

希
望
さ
れ
る
人
（
補
充
入
居
者
）
の
募

集
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
市
役
所
建
設
課
住
宅

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
期
間
“
六
月
二
日
～
六
月

　
十
七
日

▽
申
し
込
み
場
所
一
市
役
所
建
設
課
住

　
読
響

▽
募
集
住
宅
の
種
別
・
臼
第
二
種
住
宅

▽
入
居
者
の
資
格
1
1
①
現
在
同
居
し
、

　
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が

　
あ
る
こ
と
。
②
現
に
住
宅
に
困
っ
て

　
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
。
③
収
入

　
が
一
定
の
基
準
を
こ
え
な
い
人
。

（
給
与
所
得
者
な
ど
の
収
入
基
準
は
別

表
の
と
お
り
。
）

▽
入
居
の
順
位
H
補
充
入
居
の
順
位
は

　
締
め
切
り
後
に
住
宅
困
窮
度
に
応
．
じ

　
て
審
査
、
選
考
を
行
い
決
定
し
ま
す

▽
そ
の
他
“
補
充
入
居
資
格
の
有
効
期

　
限
は
七
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
一
年

　
三
月
末
ま
で
。

（
参
考
y
H
第
二
種
市
営
住
宅
名

▽
大
原
市
営
住
宅

▽
後
羽
田
市
営
住
宅

▽
美
々
津
町
駅
前
市
営
住
宅
・

▽
土
々
呂
毛
市
営
住
宅

▽
新
財
市
市
営
住
宅

▽
伊
勢
が
浜
市
営
住
宅

▽
岩
脇
市
営
住
宅

▽
櫛
の
山
市
営
住
宅

別表
　◎給与所得者の場合、扶養親族数に応じ換算すると次表のとおりです。

扶養親族l　q．人　11人　｝2人　13人
粗収入年額1　　　　　　　932，000（〃月額）1（77，〔劒

1，124，000

@（93，666）

・・361・蜘1L655・㎜（113，499）1　　　　　　　（137，999）

扶養親族1　　4人　　i　　5人　　1　　6人　　1　7人

L929，999

i160，833）
鰐繍　　i2躍）巴帆99912凋榔

（206，499）　i　　　（229，285）

◎営業所得者の場合は、次の計算で算出した額が36，㎜円以下のもの。

　　　　（一　　　12）一扶養鋤・1騨円

焼却炉を寄贈，

O

論鋒驚懸無総簸嚢1＼
会員約200人）は、このほど、市に焼却炉一

基を寄贈しました。

　市では早速、この焼却炉を伊勢が浜に設置しましたが、

同速合会では、このほかにも2基の焼却炉を寄贈…古城ケ

丘殉国慰霊塔などに設置することになっていますρゼ

●

鴇
ワ一昭和50年度～

区長・公民館長決まる

　
昭
和
五
十
年
度
の
旧
法
市
区
長
公
民

館
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▽
南
町
H
柏
田
仙
蔵
、
▽
中
町
1
1
大
下

近
太
郎
、
▽
本
町
H
是
沢
初
次
郎
、
▽

上
町
H
西
川
鹿
之
助
、
▽
旭
通
H
滝
口

寿
八
、
▽
都
町
1
1
黒
木
重
見
、
▽
北
町

二
μ
秋
吉
利
、
▽
中
央
1
1
鈴
木
甫
、
▽

東
草
場
1
1
駒
田
義
光
、
▽
西
草
場
1
1
森

栄
逸
、
▽
本
谷
睡
鈴
木
勝
、
▽
西
川
内

聖
鈴
木
義
春
、
▽
広
見
酬
谷
清
人
、
▽

▽
中
原
1
1
松
木
倉
夫
、
高
見
橋
通
口
早

，

「
・

ヒ
　
　
ダ

ノ

川
今
市
、
新
財
市
日
山
本
岩
男
、
▽
鳥

の
巣
“
菊
田
節
夫
、
▽
中
村
1
1
石
田
見

義
、
▽
奥
野
1
1
細
川
房
雄
、
▽
永
田
1
1

高
橋
正
己
、
▽
山
下
口
福
田
実
、
▽
比

良
μ
日
高
健
、
▽
川
路
“
田
辺
進
、
▽

　
　
　
　
　
　
　
　
　

往
還
1
1
渋
谷
勝
、
▽
松
原
”
長
友
静
雄

▽
切
島
山
一
1
1
古
谷
山
市
、
▽
切
島
山

二
隠
赤
木
正
雄
、
▽
長
江
1
一
笹
原
亨
、

▽
上
原
町
H
土
持
隆
芳
、
▽
高
砂
⊥
当

山
清
、
▽
下
原
町
1
1
中
城
栄
夫
▽
江
良

－
一
田
中
虎
士
、
▽
永
江
”
成
合
和
次
郎

▽
公
園
通
1
一
堀
江
菅
男
、
▽
堀
一
方
涯

金
丸
千
治
、
▽
曾
根
1
1
三
樹
安
正
、
▽

畑
浦
1
1
柏
田
慶
治
、
▽
鶴
町
野
黒
木
金

哉
、
▽
亀
崎
中
”
中
田
寿
郎
▽
亀
崎
東

鎚
林
晴
夫
、
▽
向
江
町
臼
山
田
茂
、
▽

北
町
一
口
阿
部
正
伸
、
▽
花
ケ
丘
1
1
甲

斐
高
見
、
▽
庄
手
問
野
並
武
彦
、
▽
梶

木
貯
柏
田
久
寿
夫
、
▽
清
正
n
大
橋
芳

．
太
郎
、
▽
吉
野
川
踊
河
野
治
良
、
▽
地

蔵
1
1
海
野
安
市
、
▽
八
坂
巨
原
田
一
郎

▽
庄
島
向
1
1
黒
木
秀
雄
、
▽
八
幡
1
1
黒

木
秋
好
、
△
高
々
谷
暫
甲
斐
正
美
、
▽

伊
勢
一
山
下
窩
良
一
、
▽
宮
ノ
上
H
小

出
満
二
郎
、
▽
秋
留
臼
木
田
春
美
、
▽

美
砂
H
八
反
地
喜
三
郎
、
▽
曙
1
1
児
玉

徳
男
、
▽
本
宮
既
黒
木
久
次
郎
▽
笹
野

東
闘
原
口
成
吉
、
▽
笹
野
中
目
児
玉
正

義
、
▽
笹
野
西
1
一
川
上
伊
吉
、
▽
金
ケ

浜
1
1
児
玉
曹
司
、
▽
籾
木
目
川
野
忠
志

▽
鵜
毛
旺
松
葉
義
男
、
▽
遠
見
口
柄
本

秀
男
、
▽
幸
脇
硅
志
田
稔
、
▽
飯
谷
“

西
野
峰
男
、
△
立
町
“
梅
野
秀
雄
、
▽

新
町
”
金
丸
認
▽
石
正
門
安
藤
勝
嘉
▽

駅
通
1
1
橋
口
友
近
、
▽
落
鹿
N
長
埜
勲

▽
高
松
1
1
黒
木
義
春
、
▽
宮
の
下
睦
橋

口
袈
裟
雄
、
▽
別
府
H
黒
本
静
弥
、
▽

刊、
新

＝図書案内二

巴

　
【
文
学
】

▽
に
わ
と
り
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
、
▽
吸
血
．

鬼
は
夜
露
を
す
る
、
▽
流
れ
ゆ
く
日
々

▽
ソ
ク
ラ
テ
ス
旦
収
期
の
弁
明
、
▽
残
｝
塚

▽
歴
史
を
さ
わ
が
せ
た
女
た
ち
、
▽
礫

▽
異
色
推
理
小
説
九
人
集
、
▽
合
牢
者

▽
戦
艦
武
蔵
、
▽
ず
ぼ
ら
人
間
体
験
す

▽
宴
会
屋
英
助
、
▽
村
井
長
庵
、
▽
鬼

平
犯
科
帳
、
▽
女
弟
子
、
▽
も
と
夫
婦

▽
ど
こ
吹
く
風
、
▽
怠
談
、
そ
の
他

　
【
社
会
】

▽
生
命
保
険
7
つ
の
謎
、
▽
大
統
領
の

紋
章
、
▽
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
乞
食
物
語
、

▽
仮
面
の
ア
メ
リ
カ
人
、
▽
誰
も
書
か

な
か
っ
た
韓
国
、
そ
の
他

　
【
教
育
】

▽
学
習
塾
、
▽
先
生
塾
は
悪
い
の
で
す
．

か
、
▽
子
ど
も
を
し
つ
け
る
、
▽
幼
稚

園
が
子
ど
も
を
ダ
メ
に
す
る
、
▽
親
の

顔
が
見
た
い
、
▽
ス
ポ
ッ
ク
博
士
の
性

教
育
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
【
健
康
】

▽
眼
が
ど
ん
ど
ん
よ
く
な
る
、
▽
肝
臓

病
、
▽
慢
性
痛
は
な
お
る
、
▽
ゼ
ン
ソ

ク
と
ア
レ
ル
ギ
ー
、
▽
精
神
科
の
待
合

室
、
▽
ワ
イ
ン
健
康
法

　
【
生
活
】

▽
フ
ラ
イ
パ
ン
料
理
、
▽
語
源
散
策
、

▽
中
小
住
宅
一
〇
〇
プ
ラ
ン
、
▽
新
し

い
会
議
の
知
恵
、
▽
釣
り
百
科
、
▽
外

国
旅
行
、
▽
ギ
タ
ー
独
習
法
、
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
㎝

　
　
　
　
　
　
　
　

．
…
一
」
⊥

　
　
　
　
　
　
庶

余
瀬
”
黒
木
寿
昭
、
▽
田
の
原
π
久
保

貞
光海

技
免
状
講
習
会

　
お
よ
び
試
験
に
つ
い
て

　
船
舶
職
員
法
の
改
正
に
よ
り
、
今
ま

で
釣
り
や
遊
覧
で
気
軽
に
乗
っ
て
い
た

船
外
機
付
以
上
の
船
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
は
、
今
年
の
十
一
月
二
十
六
日
か
ら

海
技
免
状
が
な
い
と
乗
れ
な
く
な
り
ま

す
。　
県
小
型
船
舶
交
通
安
全
協
議
会
県
北

支
部
で
は
、
六
月
七
日
か
ら
海
技
免
状

め
講
習
会
お
よ
び
試
験
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
海
技
免
状
の
な
い
か
た
は
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
資
格
を
取
得
し
て
く
だ
さ

い
。
　
こ
の
講
習
会
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

は
つ
ぎ
の
と
こ
ろ
で
受
け
付
け
ま
す
。

▽
延
岡
市
土
々
呂
町
六
丁
目
、
三
和
自

　
動
車
工
業
ボ
ー
ト
事
業
部
（
電
話
〇

　
九
八
二
三
一
七
－
二
三
〇
三
）

▽
延
岡
市
萩
町
一
三
二
、
平
和
自
動
車

　
整
備
工
場
（
電
話
〇
九
八
二
三
一
四

　
一
五
五
三
五
）

▽
延
岡
市
昭
和
町
二
丁
目
、
ヤ
マ
ハ
南

　
九
州
㈱
ボ
ー
ト
部
（
電
話
〇
九
八
二

　
三
一
三
－
四
七
三
五
）

　
な
お
、
受
け
付
け
締
め
切
り
は
、
五

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
の
で
、
講
習
会

お
よ
び
試
験
の
日
時
、
場
所
な
ぜ
く
わ

し
い
こ
と
は
、
至
急
右
記
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。



1

8広報ひゆうが

　　蚕

齢せ

昭和50年5月号

児
童
手
当
の

　
　
現
況
届
は
早
目
に

　
現
在
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

か
た
は
、
六
月
中
に
現
況
届
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
福
祉
事
務
所
で
は
、
各
受
給
者
あ

て
に
ハ
ガ
キ
で
現
況
届
の
通
知
を
し
ま

す
の
で
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
届
け
を
し
な
い
と
受
給
資
格
が
あ
っ

て
も
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

か
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
届
け
出
の
際
は
、
印
鑑
な
ど

．
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

住
民
税
（
市
県
民
税
）
の

　
　
　
　
　
申
告
に
つ
い
て

社
会
全
体
の
費
用
を
ま
か
な
う
た
め

の
会
費
の
よ
う
な
も
の
一
こ
れ
が
税
金

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
税
金
は
、
　
「
私
た
ち
の
生
活
や
健
康

を
守
る
た
め
」
や
「
住
宅
や
道
路
な
ど

の
整
備
の
た
め
」
あ
る
い
は
「
教
育
の

振
興
の
た
め
」
な
ど
…
い
ろ
ん
な
分
野

に
使
わ
れ
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
市
税
を
課
す
る
場

合
は
、
み
な
さ
ん
の
申
告
を
基
礎
に
課

税
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
ま

で
「
昭
和
五
十
年
度
市
県
民
税
申
告
書
」

を
提
出
し
て
い
な
い
か
た
が
相
当
に
お

ら
れ
ま
す
。

　
市
税
務
課
で
は
、
六
月
一
日
か
ら
同

三
十
日
ま
で
を
未
申
告
の
事
務
整
理
期

間
と
し
て
未
申
告
者
の
い
っ
せ
い
調
査

を
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
該
当
者
の
か
た
で
申
告
書
の
提
出
が

な
い
場
合
に
は
、
市
長
は
、
規
定
に
従

っ
て
所
得
を
計
算
し
課
税
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
未
申
告
の
納
税
義

務
者
の
か
た
は
、
早
め
に
「
市
県
民
税

申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限
月
六
月
末
日
ま
で
。

家
庭
教
育
学
級
生
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十
年

度
の
家
庭
教
育
学
級
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

▽
募
集
人
員
貼
二
十
人
以
上
（
各
小
中

学
校
ご
と
に
）

▽
対
象
者
1
1
市
内
の
小
中
学
校
の
児
童

　
生
徒
の
両
親
で
す
。

▽
学
級
の
開
設
場
所
匪
市
内
の
各
小
中

　
学
校
で
す
。

▽
学
習
す
る
内
容
”
家
庭
で
子
ど
も
の

　
教
育
を
す
る
の
に
必
要
な
知
識
や
自

　
ら
の
教
養
を
高
め
る
内
容
の
も
の
で

　
す
。

▽
申
し
込
み
先
“
ご
希
望
の
か
た
は
直

　
接
学
校
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他
1
1
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
教

　
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
各
学
校
で

魑
も
け
っ
こ
う
で
す
。
）
に
お
た
ず
ね

　
く
だ
さ
い
。

放
送
利
用
学
級
生
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
テ
レ
ビ
放
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
利
用
し
て
学
習
す
る
主
婦
の
学
級
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
趣
旨
は
、
テ
レ
ビ
番
組
の
「
く
ら
し

の
け
い
ざ
い
」
　
「
奥
さ
ん
ご
い
っ
し
ょ

に
」
な
ど
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
関
係

の
深
い
番
組
を
見
た
あ
と
で
、
助
言
者

な
ど
を
ま
じ
え
、
み
ん
な
で
話
し
合
っ

て
行
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
　
　
“

　
ご
希
望
の
か
た
は
、
つ
ぎ
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
向
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（
電
話
②
二
＝
一
番
、
内
線
四
三
六
）

母
芋
保
健
推
進
員
が
　
　
β

　
　
　
　
　
決
ま
り
ま
し
た

　
日
向
市
母
子
保
健
推
進
員
が
つ
ぎ
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
母
子
保
健
推
進
員
の
主
な
仕
事

は
　
①
妊
産
婦
、
出
生
届
な
ど
の
励
行

勧
奨
②
妊
婦
の
診
療
勧
奨
③
異
常

妊
産
婦
湘
乳
幼
児
の
把
握
　
④
母
子
栄

養
食
品
（
ミ
ル
ク
）
の
支
給
対
象
世
帯

の
申
請
　
⑤
妊
産
婦
と
の
相
談
…
な
ど

で
す
。

　
な
お
、
任
期
は
、
昭
和
五
十
二
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

▽
橋
本
マ
キ
エ

▽
都
甲
シ
ゲ
ノ

▽
那
須
チ
　
エ

▽
関
本
シ
ズ
エ

▽
黒
木
ス
イ
子

▽
平
沢
と
　
わ

▽
山
下
フ
ミ
エ

▽
佐
藤
　
和
子

▽
黒
木
ア
イ
子

▽
松
葉
ッ
ヤ
子

　
　
（
敬
称
略
）

（
南
町
）

（
中
町
）

（
西
草
場
）

（
曾
根
）

（
幸
脇
）

（
切
島
山
二
）

（
東
草
場
）

（
中
村
）

（
庄
手
向
）

（
本
宮
）

浄
化
槽
（
水
洗
便
所
）
は

　
必
ず
点
検
し
ま
し
ょ
う

　
　
こ
れ
か
ら
夏
に
か
け
て
、
浄
化
槽
か

　
ら
の
悪
臭
等
の
苦
情
が
多
く
な
り
ま
す

　
が
、
原
因
を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
水
洗

　
便
所
（
浄
化
槽
）
を
設
置
し
て
か
ら
「
一

，

　
回
も
清
掃
を
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
か

‘
　
「
清
掃
な
ど
は
し
な
く
て
も
よ
い
と
思

　
っ
て
い
た
」
と
か
い
わ
れ
る
．
家
庭
が
多

　
い
よ
う
で
す
。

　
　
浄
化
槽
は
「
魔
法
の
つ
ぼ
」
で
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。
一
年
に
一
回
以
上
は
清
掃

　
を
し
な
い
と
、
汚
物
が
流
れ
た
り
悪
臭

　
が
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

　
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
灘
年
四
～
六
回
以
上
必
ず
点
検
を
し
ま

　
　
し
ょ
う
。

　
日
送
気
孔
や
排
気
管
を
ふ
さ
が
な
い
よ

　
　
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　
鷺
放
流
水
は
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

　
聚
モ
ー
タ
ー
式
の
も
の
は
電
源
を
切
ら

　
　
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

灘
モ
ー
タ
ー
ポ
ン
プ
の
油
の
点
検
を
し

　
ま
し
ょ
う
。

護
洗
浄
水
は
必
要
量
流
し
ま
し
ょ
う
。

議
便
器
内
に
消
毒
薬
や
塩
酸
な
ど
を
流

　
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
浄
化
槽
の
維
持
管
理
お
よ
び
清
掃
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
ば
、
日
向
衛

生
公
社
（
電
話
⑧
五
三
〇
五
番
）
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

聰
一

「

　
　
　
　
　
　
　
“
六
月
中
1
1

▽
六
月
一
日
1
1
渡
辺
病
院
（
電
話
⑦
一

　
〇
一
一
番
目
、
鮫
島
（
整
）
医
院
（
電

　
話
③
八
一
九
一
番
）
、
高
木
医
院
．
（
電

　
話
②
四
三
＝
番
）
、
黒
木
医
院
（
電

　
話
③
六
〇
五
五
番
目

▽
六
月
八
日
H
白
石
病
院
（
電
話
門
川

　
③
二
二
六
五
番
）
、
山
中
医
院
（
電

　
話
②
二
二
六
六
番
目
、
還
元
医
院
（
電

　
話
③
五
四
八
八
番
）

▽
六
月
十
五
日
貯
松
岡
医
院
（
電
話
②

　
五
四
〇
七
番
）
、
沼
田
医
院
（
電
話

　
②
三
七
八
五
番
）
、
三
ケ
尻
医
院
（
電

　
話
③
五
五
五
七
番
）

　
　
　
　
　
　
も

▽
六
月
二
十
二
日
醤
浦
上
医
院
（
電
話

　
②
二
九
三
六
番
）
、
山
ロ
医
院
（
電

　
話
②
二
二
〇
三
番
）
、
田
中
（
眼
）

　
医
院
（
電
話
②
四
〇
〇
九
番
）

．
▽
六
月
二
十
九
日
1
1
寺
尾
医
院
（
電
話

　
門
川
③
一
四
四
七
番
）
、
佐
藤
医
院

　
（
電
話
②
三
三
二
四
番
）
、
児
玉
医
院

　
　
（
電
話
②
二
五
三
〇
番
、
鮫
島
病
院

　
　
（
電
話
②
四
〇
四
三
番
）

♪　
’
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	夏の子どもの健康

	臨時市議会―議長に日高達吉氏―副議長に山本孫春氏

	市議会議員選挙―飯谷公民館（女子）投票率百パーセント

	適正な土地利用と地下安定に―国土利用計画法が施行―土地取り引きは届け出制

	集中豪雨に備えて！！―油断と安心は禁物

	歌や踊りで老後を楽しく・・・
	交通安全ポスター展

	市役所前広場で「さつき展示会」
	焼却炉を寄贈

	市営住宅―補充入居者を募集

	昭和５０年度―区長・公民館長決まる


